



瀬戸臨海実験所創立90周年 (1922-2012年) 記念文集 = A
collection of essays commemorating the 90th anniversary of
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1989年 7月から 1ヶ月余、 Universityof 
Caliあmiaat S血 taαuzの ProfesffirJohn S. 
Pearseが奥さんVicki(Placo四 aの専門家）と子息
Devonを連れてガンガゼの生殖周期性について、
私と共同研究をする為に来られた。Devonは勉強を
奥さんに見て貰いながら、暇なとき手持ち無沙汰で
ボールを研究室内の壁にゴンゴン投げ当てていた
が、円月島の岩山に昇りたがったのには困った。ま
た蛇が好きで所内のシマヘビを手に巻き付けてい
た。その後にアメリカの大学で生物学を専攻し、蛇
の研究もしているとのことである。
実験所と街への海沿いの道路で、途中に山並みが
低くなっているところ（馬目谷）があり、磯もここ
は陸へ入り込んでいる。夏、特に夜はここを通ると
ヒヤッとした風が吹いてくることが多い。何でもこ
の辺は地元では幽霊谷ともいわれていて、三段壁で
飛び込んだ人の遺体が海流に乗って流れ着くこと
があったといわれている。これを知っていると通っ
ていても何となく気持ちが悪い思いをすることが
ある。なお、この道路は瀬戸漁協の辺りから実験所
までは台風などで海が知も、波が道路に激しく打ち
上ると通行禁止になることが多い。さらに荒れて江
津良まで通れなくなることもあった。 10年程前に 追記
は、江津良付近で堤防がくずれ、修理が行われたの コシダカウニを巡って
であったoこうなると実験所なと守は陸の孤島になっ
てしまう。数年前、かつての山越えの道を臨海の近
所の人による復活も考えられたが人手も少なく実
現困難であり、何とかして欲しいものである。
1996年9月の台風は予想、を裏切って白浜を直撃、
実験所にも大被害を与えた。赴任直後の白山所長の
部屋はガラスが破られて吹き抜けにされ、また寄宿
舎の窓ガラスも被害を受け、植木類も荒らされた・O
なおはるか以前から夏、白良浜で7月30日と 8月
10日に盛大な花火大会が行われてきている。前者
は打B、後者は白浜町主催であり、実験所からでも
多少見えない部分もあるが、結構楽しく鑑賞できる。
2009年 1月、私は古い学生宿舎（静修寮）の一
室を借りた。二階は夏暑いし、冬は下が寒いらしか
ったが、下の方にして当所を訪れた時に簡単な生活
をするようになったO しかし冬の寒さには参って一
年吋轍した。一方、温蘭七は進み、見たことのな
かった南方系のサツマゴキブリという丸っこく、黒
褐色の平べったい虫が野外に増え、海ではムラサキ
イガイが減ってミドリイガイが増加する等が起こ
っている。また、温睦化と関係はないが、最近、日
本各地でその被害が問題化しているアライグマの
害は、実験所でも特に特別研究室の半分くらし、が占
拠されたらしく、その糞害は、恐ろしいもので憤慨
に堪えない。また、 2012年8月末、南浜に暴力団
の男？が車で来て、音楽を大きく流していた後、刃
物を持っているらしいとなって、多数の警官が探し
廻り、実験所の関係者全てに対し危険であるから建
物の中に留まるようにという事になり、ヘリコプタ
ーも飛び回って大騒ぎになったo徐々に警戒も緩く
なり、翌朝早く番所山近くの海辺で彼の身柄が確保
され事無きを得た。
55 
コシダカウニの発生は、 1936年、小野田勝造氏
(1929年卒）によって．変態迄研究された。私は
1955年以来1970年迄このウニを用いた細胞分裂、
発生に関する研究を行った。当時は岸で小型だが多
数、容易に採集出来た。卵が比較的大きく、透明で、
受精膜が大きく（但し沖のきれいな海水で）、受精
発生の観察には最適のものである。生殖周期には半
月周期性があるらしく、生殖時期の大潮前後には卵、
精子が成熟していることが多い。しかし、受精の際
に、精子の数に注意しなしせ多精になりやすい。ま
た、環境条件に甚だ敏感であり、発生に異常を起こ
し易く扱いに注意を要する。私の生物検定には、そ
の結果にぶれがあって使うことは出来ない。ウニ界
のお姫様で、寿命は2,3年と思われ、美人薄命その
ものである。
1960年前後このウニが沢山採れた頃、他所の研
究者も数年間使いに来られた。慶応大遠藤善之氏
(1947年卒）の電顕による受精に関する研究（1958）、
都立大岡崎嘉代女史（奈良女高師卒）による嚢胆形
成に関する有名な研究等である。その後佐藤英美氏
(1951年卒）も使いに来られたが、後、名大菅島
実験所の所長として、ウニを中心とした細胞生理学
研究の優れた設備を整えられた。
現在はこのウニの個体数も極めて減っているの
で、実習には大切にして、デモンストレーションの
みにしてはと恩われる。
駒井文庫について
初代所長駒井卓先生の蔵書、文献の内、海洋生物
学関係などが書庫に収められているが、さらに未整
理な分が追加整理、製本された。これらは大切なも
のとして今後とも利用されるであろう。なお、先生
のダーウィン関係書は京大餅直書庫に、両生類関係
は広島大に、狸々蝿遺伝学関係は遺伝研に収められ
ている。その他の生物学全般、人類遺伝学関係は京
都の駒井邸に保存されている。これらは駒井先生の
系統分類学を始めとして視野の広さを示すもので
あろう。
動物系統分類学の日本に於ける中心のーっとし
て、瀬戸臨海実験所は北大の当該部門と共に大切な
拠点、であろう。分子喧伝学、バイオのE寺1-'Cになって
も、その基礎として、必須の分野である。
実験所において教育、研究に関連して、既に亡く
なられた方々にお世話になったことが沢山ある。そ
の思い出などを簡単に記しておきたい。
内海富士夫先生（1910～1979）研究一本槍の、全
ての人に非常に優しい方で、あった。分類に広い知識
を持っておられた。
時間隆先生（1913～2001）常に玉論を言われ、非
常に怖い先生であるといわれていたが、研究熱心な
方で、あった。また、白浜の自然保護に関しては、多
方面に大きな貢献をされた。その内の最大のものは
畠島の実験所の付属化による保全であったO なお、
亡くなられる前には、クシクラゲの分類に関して持
論を持っておられて、物凄い執念を示された。私は
非常にお世話になった。
渡部官重先生（1916～2001）非常に気さくな方で、
半分友達のように話して下さるので、ときには仲間
とともにからかったりしたことも有る。あるとき海
底観光船の波止場近くで‘海にはまったと言って来
られたので、乙姫プールの海女の水泳中の姿に大口
を開けて見とれたのでしょうと言ったら苦笑され
慌てて否定されておられた。これが流言飛語となっ
てしまった。またある臨海実習で、学生の一人が薄
い水着のポケットに、生きたタガヤサンミナシを入
れていたのを発見し、顔色を変え？あわてて「早く
それを捨てろ」と怒鳴ってことなきを得た。悪くす
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ると死に至るところで、あったo晩年に実験所に来ら
れたときに、夜、水施官の地階に転落され、腰に重
傷を負われたが、無事治られた。昔の水族館とは全
く変わっていたからでもあろう。
山路勇先生（1916～2α沼）＠）非常に気楽に話せる方
で、ずいぶん色々なことを相談した覚えが有る。写
真撮影がお得意で、とくにプランクトンの写真を基
に図鑑を作られたこともあったO
西村ヨ目先生（1930～2001）非常に広し、知識を持
っておられた。京大教養部に移られてからは執筆に
集中されたのは惜しいと思う反面、その著述は素晴
しかったが、早くなくなられたのは残念で、あったo
原田英司先生（1933～2α刷所長として、実験所
施設の整備や財政難の中、地域環境の保全にずいぶ
ん苦労された。非常にマメな方で、色々な資料が良
く整理されているのに出惑服した。この文を書くに
あたりずいぶん参考にさせていただいた。
以上の他、寄宿舎の食事時などには、方々の大学
の教員、研究者に出会え、色々な語らいで得るとこ
ろが極めて多かったと思われる。
私が最初に実験所に来させて頂いてから 60年を
経たが、ここで未だに研究、調査が許されているこ
とには大変感謝している。歴代の所長始め、所員、
関係者に厚くf事件し申し上げる。なお、倉IJ設以後の略
史の時期は“瀬戸臨海実験所五十年史 1922～1972”
京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所昭和47年9月
に倣い、引き継いだ。また、臨海実習学生ノート、
その他の諸文書などから転記したものもあるが、
一々挙げられないのでその使用を御許し願いたい。
水族館、実習船に関してはよく判らないので記さな
かったo他のより適した方が記されるであろう。
なお、ごく最近のことについては、記憶に新しい
ので、記さなかったO これらについては、後年続いて
記される方がなされるであろう。
